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ヒ
マ
ラ
ヤ
挑
戦
の
手
塚
慧
介
君 

元
諏
訪
形
公
民
館
分
館
長 

西
山
隆 

 

諏
訪
形
出
身
の
手
塚
慧
介
君
、
現
在
白
馬
高
校
三
年
生
山
岳
部
所

属
。
中
学
ま
で
地
元
諏
訪
形
で
過
ご
し
た
慧
介
君
で
す
が
、
自
治
会

交
流
親
睦
会
や
各
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
山
好
き

が
縁
で
、
私
と
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
緒
に
近
く
の
里
山
で
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
し
た
り
、
川
上
村
廻
り
目
平
で
の
岩
ト
レ
と
、
中
三
ま

で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
活
動
、
ス
キ
ー
、
吹
奏
楽
と
多
彩

な
活
動
に
走
り
ま
く
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

当
時
、
将
来
の
夢
を
聞
く
と
、
二
十
歳
ま
で
に
七
大
陸
の
最
高
峰

制
覇
を
目
指
し
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
達
成
困
難
な
夢

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ゴ
ー
キ
ョ
ピ
ー
ク（
ネ

パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ク
ン
ブ
地
方
に
あ
る
標
高5357m

の
峰
）
の

登
頂
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
改
め
て
慧
介
君
の
行
動
力
と
情
熱
に
感

銘
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

今
回
挑
戦
の
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
峰
（
標
高6828 m

「
母
の
首
飾
り
」

と
い
う
意
味
）
は
三
角
錐
に
尖
る
難
易
度
の
高
い
山
で
、
山
頂
付
近

は
垂
直
に
近
い
氷
壁
と
な
っ
て
お
り
、
高
い
登
攀
（
と
う
は
ん
）
技

術
を
必
要
と
す
る
山
で
す
。
無
事
成
功
を
‼ 

地
元
青
年
の
勇
気
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
応
援
乞
う
‼ 

 

つ
い
て
い
け
な
い
（
最
近
思
う
こ
と
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
南
公
民
館 

諏
訪
形
分
館
長 

西
條
和
男 

 

春
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
か
わ
ら
版
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
日
常
の
生
活
が
少

し
で
も
戻
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
分
館
活
動
も
現
在
の
と
こ
ろ

停
止
状
態
で
す
。 

 

対
応
策
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
」
等
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
思
い
切
っ
て

ス
マ
ホ
に
し
苦
労
し
て
い
る
齢
７
０
歳
の
私
に
は
、
新
し
い
仕
組
み

に
は
つ
い
て
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
に
は
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
勤
労
時
代
、
そ
ろ
ば
ん
、
和
文
タ
イ
プ
か
ら
パ
ソ
コ

ン
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
へ
と
事
務
で
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
と
顔
を
合
わ
せ
て
仕
事
が
で
き
、
良
き
時
代
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。反
面
、や
っ
て
み
た
い
と
の
気
持
ち
も
少
し
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
新
し
い
仕
組
み
が
、
近
い
将
来
主
流
に
な
れ
ば
、
分
館
（
公

民
館
）
の
活
動
と
運
営
も
新
た
な
時
代
と
な
り
、
若
い
人
が
中
心
に

な
る
と
思
い
ま
す
し
、
期
待
も
し
て
い
ま
す
。 
 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
係
る 

上
田
市
の
条
例
説
明
会
に
つ
い
て 

諏
訪
形
自
治
会 

総
務
部
長 

金
井
保
芳 

 

五
月
二
十
日
、
諏
訪
形
公
民
館
に
於
い
て
上
田
市
都
市
計
画
課
の

担
当
者
よ
り
「
上
田
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
に
関
す
る

条
例
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
昨
年
の
七
月
一
日
に

定
め
た
も
の
で
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、
上
田
市

が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
事
業
者
に
対
し
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
付
け
て

適
切
な
場
所
に
設
置
す
る
よ
う
促
し
、
且
つ
、
地
域
住
民
等
と
の
良

好
な
関
係
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。
事
業

者
は
御
所
沢
を
挟
ん
だ
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
１
㌶
弱
の
土
地
を
取
得
し

て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
設
置
個
所
に
標
識

を
立
て
標
識
設
置
届
を
上
田
市
に
提
出
し
、
上
田
市
は
こ
れ
を
受
理

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
上
田
市
で
は
、
事
業
者
に
事
業
用
地
を

明
確
に
す
る
為
、
事
業
用
地
の
境
界
の
確
定
を
隣
接
の
地
権
者
と
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
場
所
は
、
一
部
「
土

石
流
危
険
渓
流
」
に
該
当
し
て
お
り
、
被
害
が
予
想
さ
れ
る
朝
日
ヶ

丘
、
御
所
、
川
辺
町
及
び
倉
升
の
各
自
治
会
長
等
が
今
回
の
説
明
会

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

大
型
生
ご
み
処
理
機 

利
用
者
募
集 

諏
訪
形
自
治
会
で
は
上
田
市
か
ら
の
貸
与
に
よ
る
大
型
生
ご
み
処

理
機
を
使
用
し
て
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆

肥
化
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

諏
訪
形
公
民
館
の
南
側
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
て
い
て
２
月
よ
り
稼

働
し
て
い
ま
す
。
累
計
で
３
５
０
㎏
の
生
ご
み
が
投
入
さ
れ
、
２
０

㎏
の
堆
肥
が
生
成
さ
れ
ま
し
た
。
堆
肥
は
利
用
者
の
皆
様
に
花
壇
用

や
家
庭
菜
園
用
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
野
菜
ご
み
や
果
物

ご
み
が
た
く
さ
ん
出
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
二
十
四
時
間
生
ご
み
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
利
用
料
及
び
会
費
は

無
料
で
す
。
お
申
込
み
頂
い
た
方
に
は
、
鍵
と
バ
ケ
ツ
及
び
利
用
手

引
き
書
を
お
渡
し
ま
す
。 

 

第２号 
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今回のヒマラヤ挑戦は５月４

日付の信毎２３面の社会面でも

大きく取り上げられています。 

お父さんは平成28・29年度に青少年

育成指導員だった手塚勝幸さんです。 

令和 

申
し
込
み
先 

お
近
く
の
協
議
員
さ
ん
か
左
記
ま
で
お
申

し
出
下
さ
い
。 

「
大
型
生
ご
み
処
理
機
利
用
者
の
会
」 

代
表:

窪
田 

和
人 

電
話:

０
９
０-

７
０
０
５-

９
９
９
１ 
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城
下
地
区
排
水
対
策
事
業
に
係
る
説
明
会 

 
五
月
二
十
五
日
、
上
田
市
土
木
課
の
担
当
者
三
名
に
よ
る
城
下
地

区
排
水
対
策
事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
、
関
係
自
治
会
の
担
当
役
員
の

方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
令
和
七
年
度
に
か
け
て
、
金
窓
寺
川
、
中
村
及
び
御

所
沢
川
に
調
整
池
（
川
が
溢
れ
て
洪
水
と
な
ら
な
い
よ
う
に
一
時
的

に
雨
水
を
溜
め
て
お
く
池
）
を
三
～
四
ヵ
所
整
備
し
ま
す
。
総
工
事

費
六
億
二
千
万
円
は
国
か
ら
の
交
付
金
を
利
用
し
、
不
足
分
は
上
田

市
債
を
発
行
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。 

金
窓
寺
川
の
調
整
池
は
来
年
度
完
成
の
予
定
で
、
広
さ
は
千
七
百

㎡(

約
５
１
４
坪)

、
貯
水
能
力
４
千
ト
ン
。
三
浦
土
木
課
長
の
お
話

で
は
、「
概
ね
十
年
に
一
度
の
災
害
に
対
応
で
き
、
度
重
な
る
豪
雨
被

害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
す
。 

諏
訪
形
地
区
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は
、
今
年
の
八
月
以
降
再
度
詳

し
い
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

諏
訪
形
誌
発
刊
に
つ
い
て 

 

五
年
間
に
亘
る
編
集
作
業
の
結
果
、
今
秋
に
諏
訪
形
誌
が
発
刊
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
編
集
者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
員
の
ご
家
庭
に
一
冊
無
償
で
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
尚
、
今
年
度
発
刊
前
に
転
出
さ
れ
る
ご
家

庭
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
の
協
議
員
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
後
日
お
届
け
致
し
ま
す
。 

春
の
防
災
訓
練
（
放
水
訓
練
）
実
施
さ
れ
る 

 

諏
訪
形
防
犯
・
防
災
協
議
会
長 

小
林
久
敏 

 

令
和
元
年
九
月
二
十
三
日
諏
訪
形
公
民
館
南
側
駐
車
場
内
に
自
治

会
の
防
火
対
策
と
し
て
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
四
十
ト
ン
の
水
が

貯
水
で
き
る
耐
震
性
貯
水
槽
（
消
防
水
利
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

諏
訪
形
自
治
会
及
び
諏
訪
形
防
犯
・
防
災
協
議
会
で
は
、
五
月
九

日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら
当
該
防
火
水
槽
を
使
用
し
て
初
の
放
水
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

上
田
中
央
消
防
署
か
ら
一
名
、
上
田
市
消
防
団
第
六
分
団
か
ら
八

名
、
自
治
会
関
係
者
十
五
名
の
計
二

十
四
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
終
了
後
、
公
民
館
に
於
い
て
片

岡
分
団
長
よ
り
火
災
予
防
及
び
団
員

勧
誘
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
に
あ
た
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

「
密
閉
・
密
集
・
密
接
」
を
避
け
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
消
毒
液
を
準
備

す
る
な
ど
十
分
な
配
慮
を
行
い
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

関
係
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

年
間
事
業
計
画
に
係
る
行
事
中
止
等
に
つ
い
て 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
実
施
の
可
否
等
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
尚
、
自
治
会
交
流
親
睦
会
は
中
止
し
ま
し
た
。 

伊
那
市
西
春
近
諏
訪
形
区
と
の
交
流
会 

 
 
 
 
 

中
止
決
定 

眞
田
自
治
会
と
の
交
流
会
及
び
諏
訪
形
会 

 
 
 
 

中
止
予
定 

上
田
わ
っ
し
ょ
い
（
七
月
二
十
五
日
） 

 
 
 
 
 

中
止
決
定 

寿
賀
の
会
（
九
月
十
三
日
） 

 
 
 
 
 
 

状
況
を
見
て
判
断 

公
民
館
の
春
の
大
掃
除
（
六
月
七
日
） 

 
 
 

中
止
し
ま
し
た 

公
民
館
の
秋
の
大
掃
除
（
十
月
十
一
日
） 

 

状
況
を
見
て
判
断 

 

金
窓
寺
川
周
辺
草
刈
及
び
深
町
橋
周
辺
草
刈
（
六
月
七
日
）
中
止 

（
五
月
中
に
一
部
の
協
議
員
等
で
行
い
ま
し
た
。） 

 

金
窓
寺
川
周
辺
及
び
深
町
橋
周
辺
草
刈
２
回
目
（
九
月
二
十
日
） 

 

状
況
を
見
て
判
断 

不
法
投
棄
ゴ
ミ
に
つ
い
て 

 

最
近
、
諏
訪
形
公
民
館
の
西
側
の
資
源
回
収
用
具
置
き
場
周
辺
に

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
決
め
ら
れ
た
時
間
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
決
め
ら
れ
た
種
類
の
ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
不
法
投
棄
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
役
員
が
大
変
苦
慮
し

て
お
り
ま
す
。
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
不
法
投
棄
を
目
撃
し
た
と

き
は
、
危
険
を
伴
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
注
意
す
る
こ
と

は
せ
ず
、
直
ち
に
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉 

・
上
田
警
察
署 

 
 
 

０
２
６
８
‐
２
２
‐
０
１
１
０ 

・
上
田
市
廃
棄
物
対
策
課
０
２
６
８
‐
２
２
‐
０
６
６
６ 

〈
連
絡
時
に
教
え
て
頂
き
た
い
こ
と
〉 

（
１
） 

い
つ 

・
・
・
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
時
間
帯
、
時
期 

（
２
） 

ど
こ
で 

・
・
・
場
所 

（
３
） 

だ
れ
が
・
・
・
捨
て
た
人
の
情
報 

（
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
人

物
像
な
ど) 

（
４
） 

ど
ん
な
・
・
・
ご
み
の
種
類
と
量 

 

 

編
集
後
記 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
の
行
事
が
中
止
に
な
る
中
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
始
め
て
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
も
の
を
や
っ
て
み
ま
し
た
。
手
塚
慧
介
君
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
頂

成
功
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。 

（
編
集
委
員 

金
井
） 

 

 

↑ 
諏訪形公民館の西側の資

源回収用具置き場に捨て

られていた不法投棄ゴミ

です。 


